
令和7 年 3 月 1 日

平日 10 時 0 分から 19 時 0 分まで

土曜日、
長期休み

9 時 0 分から 18 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

支　援　内　容

本
人
支
援

ご家庭での生活、保育園や幼稚園などの集団生活、その後に続く学校生活へと成長段階に応じて必要となる生活スキルを、コアヴィレッジ芝公園教室の入室から退室までの全ての活動を
通して子どもたちが身につけていけるように練習を行い、必要なお手伝いをします。
・靴や衣類の着脱、荷物の準備など入退室時の身支度
・使った玩具や道具の片付け
・トイレの自立（時間を決めてのトイレ誘導し排泄の流れを確認していく→身通しをもって自分からトイレに行く）
・療育活動、おやつ、自由遊び等の活動を通してコアヴィレッジ芝公園で過ごすリズムを身に付ける。

身体的な活動を通じて心身の発達を促し、運動能力の向上はもちろん社会性や自己表現のスキル向上、感覚統合の促進など総合的な発達支援を目指します。
・立つ、歩く、走る、跳ぶ等の基本的運動機能の向上
・姿勢保持に必要な体幹やバランス感覚を育てる
・ビジョントレーニングを活用した視覚機能や眼と体の協応機能の向上
・手指の操作能力の向上を目指した微細運動

五藤博義氏（ベネッセコーポレーションニューメディア研究所長）の監修による「脳バランサーキッズ」を使い、ゲームをすることで認知機能を数値化し、子どもの得意や苦手を分析し
ます。また、「すてむぼっくす」（STEAM教育：物理やエンジニアリング、プログラミングを学ぶために開発された教材）を使い、指示理解、集中力、空間認知、指示実行力の向上を図り
ます。
・形や色の認知
・日付曜日、時間（昨日、今日、明日）の概念理解
・時計を読む
・ビジョントレーニングを活用した空間（上下、左右、真ん中）の概念の取得
・数の概念
・集中力の向上
・空間認知力の向上

全ての活動を通して、指導員や友だちと応答的な関わり、やり取りをしながら、ことばの発達を支えコミュニケーション能力を育てます。
・ノンバーバルコミュニケーション（身振りや絵カード等）
・毎回の挨拶、呼名
・会話のトレーニング（イエスノークエスチョン→オープンクエスチョン）（質問に答える→相手に質問する）
・自分の気持ちを言葉で伝える
・言葉遊びによる文字への興味を育てる

法人（事業所）理念 私たちは、子どもたち、家族、地域社会の生活を豊かにします。

支援方針

・子どもたちの得意、不得意を理解し、得意を伸ばし苦手を軽減するお手伝いを行います。
・WISC‐Ⅳと関連のあるデジタル認知テスト（脳バランサー）により、認知機能の数値化とグラフ化を行い、一人ひとりの得意、不得意を分析して支援方針を考えます。
・「ものづくり」を通したSTEAM教育でプログラミングの基礎知識の習得を目指します。
・小集団療育を中心に支援を行います。
・体力をつけ、体幹やバランス感覚を育て、自分の体のコントロール方法を学ぶ運動療育を行います。
・理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、心理担当職員、保育士等専門職員が子どもの特性に合わせた支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

事業所名 コアヴィレッジキンダー芝公園 支援プログラム（参考様式） 作成日



人間関係
社会性

主な行事等

・季節の伝統行事に応じて創作活動等を行い、子どもの体験の機会を増やすと同時に、楽しく通ってきて頂く工夫をしています。
・毎月行うイベントでリトミックや調理の活動を取り入れて、子どもたちの体験が広がる機会を提供します。

家族支援

・毎回の支援内容や本児の様子をお迎え時に指導員から伝えさせていただくと
共に、HUGを通してご報告します。
・お子様の支援の様子をご見学頂いたうえで、関わり方の相談援助等を行いま
す。
・対面等で相談支援の機会を設けて、子育ての不安や悩みを軽減するお手伝い
をします。
・就園や就学に関する情報をご提供して、保護者様のご相談に対応します。

移行支援

・保護者様等のご要望があれば、通園されている保育園や幼稚園等と連携
をとり、支援内容や情報を共有しすり合わせを行い、一貫した支援が行え
るように配慮した関係機関連携を行っています。
・保護者様のご要望があれば、保育園や幼稚園に就園する際に、児童が移
行先でスムーズに生活できるように支援内容や配慮事項をお伝えする後方
支援を行います。
・保護者様や園のご要望があれば、就学の際に小学校に提出する児童の支
援内容や配慮事項を記載した資料を作成致します。

地域支援・地域連携

・必要に応じて、本児が通う他施設や利用している相談支援事業所と必要な情
報を共有することで、本児やその家族の支援が一貫して円滑に行えるようにし
ます。
・地域の連絡会等に参加して制度及び支援についての最新の情報を取得し交換
します。

職員の質の向上

・毎日の支援の振り返りで子どもの情報や支援の方法を共有し技術の向上
を図ります。
・「脳バランサーキッズ」を監修された五藤先生から効果的な使用方法や
分析方法などを教えて頂く研修会を実施しています。
・コアヴィレッジの他教室と連携し、2回／月程度の事例検討を行ってい
ます。

全ての活動を通して、見る、聞く、話す、待つ、守る、協力する、がまんする、切り替えるなどの生活をしていくために必要なライフスキルを子どもたちが学ぶための支援を行います。
・指導員やお友だちの話を聞く態度を育てる（相手に注目する→最後まで話を聞く）
・ルールや順番を守って遊ぶ
・勝負を受け入れる態度を育てる
・お友だちと協力する、役割分担をする
・社会的ルールを知り、それを守って行動する


